
　
あ
る
講
演
を
聞
い
て
、
中
学
生
の

時
に
よ
く
読
ん
だ
夏
目
漱
石
の
本
を

久
し
ぶ
り
に
手
に
し
た
。
当
時
は
「
こ

こ
ろ
」「
三
四
郎
」「
門
」「
虞
美
人
草
」

な
ど
を
読
み
漁
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
四
十
年
。
四
十
九
歳
で
生

涯
を
閉
じ
た
漱
石
に
比
べ
る
と
私
は

長
く
生
き
て
い
る
。
し
か
し
古
典
落
語

の「
死
神
」で
は
な
い
が
、
現
代
の
平
均

寿
命
を
ロ
ウ
ソ
ク
に
た
と
え
る
と
三

分
の
二
以
上
が
燃
え
て
短
く
な
っ
た
。

　
漱
石
は
講
演
録
「
私
の
個
人
主
義
」

の
な
か
で
、
人
は
他
人
の
個
性
を
尊
重

し
つ
つ
自
分
が
信
じ
る
道
を
進
む
こ

と
で
個
性
が
発
展
し
幸
福
と
安
心
を

も
た
ら
す
と
い
う
。

　
学
生
時
代
に
法
律
を
学
ん
だ
私
は
、

日
本
国
憲
法
の
個
人
の
尊
厳
を
根
本

原
理
と
す
る
自
由
主
義
、
民
主
主
義
そ

し
て
平
和
主
義
の
理
念
や
哲
学
を
自

身
の
思
想
信
条
と
し
て
三
十
年
間
福

祉
の
仕
事
に
従
事
し
て
き
た
。

　
地
域
共
生
社
会
は
「
人
の
つ
な
が
り

の
回
復
」
が
テ
ー
マ
だ
が
そ
の
原
点

は
「
個
の
尊
重
」
に
あ
る
。
憲
法
の
理

念
を
こ
よ
な
く
大
切
に
思
う
私
と
し

て
は
、
現
代
社
会
の
変
化
は
激
し
く
と

も
、
漱
石
の
い
う
「
個
性
が
発
展
」
す

る
地
域
づ
く
り
に
近
づ
け
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
人
に
会
え
な
い

　
　
　
　

だ
け
ど
、
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す！

●
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た

地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て 
▼
２
ペ
ー
ジ

●
今
月
の「
ふ
く
し
び
と
」は
河
合
謙
太
さ
ん 
▼
７
ペ
ー
ジ

京都の
福祉福祉

支える人を支える
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『京都の福祉』は福祉関係者に福祉の課題や情報を提供する
「京都府社会福祉協議会」（府社協）が発行する広報誌です



あ
り
ま
せ
ん
。
繰
り
返
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
今
も
な
お
、
多
く
の

方
が
生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
本
会

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
も
、「
も
っ
と
貸

付
を
利
用
で
き
な
い
か
」
と
い
う
問
い
合

わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

特
例
と
い
え
ど
も
、あ
く
ま
で
「
貸
付
」

で
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
、
要
件

を
満
た
す
方
へ
の
免
除
制
度
は
あ
り
ま
す

が
、
多
く
の
方
は
返
済
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

一
方
で
、「
コ
ロ
ナ
が
収
ま
れ
ば
、
ち

ゃ
ん
と
返
し
て
い
け
る
と
思
っ
て
借
り
た

が
、
こ
の
状
態
で
ど
う
や
っ
て
返
せ
ば
い

い
か
わ
か
ら
な
い
。」「
コ
ロ
ナ
で
仕
事
を

失
っ
た
。
今
は
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
で
、
生

活
す
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
。」
と
い
っ
た

声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
福
祉
資
金
は
、
生
活
の
立
て
直
し

　

飲
食
店
の
経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ

た
方
や
、
非
正
規
雇
用
で
働
い
て
い
た
と

こ
ろ
勤
務
日
数
が
突
然
減
少
し
た
方
、
職

を
失
っ
た
方
、
急
な
休
校
に
よ
り
、
仕
事

を
休
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
ひ
と
り
親

世
帯
の
方
。
膨
大
な
申
請
か
ら
は
、
非
常

に
多
く
の
方
の
生
活
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
一
変
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
は
、
20
代
や
70
代
以
上

の
方
な
ど
、
こ
れ
ま
で
生
活
福
祉
資
金
の

利
用
が
少
な
か
っ
た
世
代
の
方
か
ら
の
申

請
も
多
く
あ
り
ま
す
。
外
国
籍
の
中
長
期

滞
在
者
等
の
方
は
、
生
活
保
護
等
の
制
度

の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
特
例
貸
付
に
よ
り
生
活
の
一
部
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
申
請
件
数
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
方

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は

　
「
特
例
貸
付
の
相
談
の
様
子
や
相
談
実

績
は
聞
い
て
い
た
の
で
、
何
か
で
き
な
い

か
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

亀
岡
市
社
協
の
地
域
支
援
課
の
藤
田
さ

ん
は
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
地
域
支
援

課
の
山
本
課
長
は
、
夏
頃
か
ら
課
内
会
議

を
繰
り
返
す
中
で
、
相
談
業
務
に
お
い
て
、

経
済
的
な
事
情
で
生
活
用
品
の
購
入
が
難

し
い
と
い
う
相
談
が
多
く
、
何
か
で
き
な

い
か
と
模
索
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
12
月
に
京
都
府
の

「
地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
（
府

民
に
寄
り
添
っ
た
地
域
活
動
緊
急
支
援
事

業
）」
に
応
募
し
て
、
こ
の
交
付
金
を
活

用
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
、
年

末
年
始
を
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
食
糧
や
生
活
物
資
を
配
布
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
か
ら
22
日
に
受
取
希
望
者
を

募
る
と
同
時
に
寄
付
者
を
募
集
。
募
集
開

始
か
ら
３
日
で
41
世
帯
か
ら
受
取
希
望
が

あ
り
、
寄
付
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
に
賛

同
し
た
多
く
の
個
人
・
団
体
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
仕
分
け
作
業
や
当
日

の
配
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
中
学
生
や
大
学

生
を
含
む
31
名
の
方
か
ら
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。
中
に
は
、
特
例
貸
付
を
利
用
し
た

方
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
し

た
い
、
と
の
申
し
出
も
あ
り
ま
し
た
。
特

例
貸
付
借
入
相
談
時
に
は
疲
弊
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
い
た
だ
く
中
で
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
も

見
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
当
日
は
生
活
に
関
す
る
相
談
会
も

実
施
。
計
11
件
の
相
談
が
あ
り
、
経
済
的

な
厳
し
さ
や
孤
立
感
を
感
じ
て
い
る
な
ど
、

相
談
者
の
生
活
実
態
を
把
握
し
、
制
度
に

繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
伺
い
ま
し
た
。

　

地
域
支
援
課
の
笠
井
さ
ん
は
「
生
活
に

困
っ
て
い
る
方
に
僕
ら
が
で
き
る
こ
と
を

し
て
、
よ
り
良
い
生
活
に
つ
な
が
っ
た
と

い
う
実
感
が
あ
る
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

振
り
返
り
ま
す
。
物
資
の
配
布
だ
け
で
な

く
、
相
談
と
フ
ォ
ロ
ー
、
制
度
に
つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き
た
実
感
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
“
ふ
く
か
め
ス
マ
イ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
”
は
、
事
業
と
し
て
は
フ
ー
ド
パ

ン
ト
リ
ー
に
な
り
ま
す
が
、
取
り
組
む
中

で
受
取
希
望
者
や
寄
付
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
ら
ず
、
活
動
を
知
っ
た
地
域
の

方
に
も
温
か
い
気
持
ち
の
広
が
り
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

亀
岡
市
社
協
の
木
村
会
長
は
、「
こ
れ

ぞ
社
協
の
取
り
組
み
」
と
述
べ
、
職
員
を

労
い
ま
し
た
。

　

特
例
貸
付
か
ら
広
が
っ
た
取
り
組
み
と

し
て
、
市
内
の
高
校
・
中
学
校
の
先
生
を

対
象
に
10
月
に
は
“
生
活
福
祉
資
金
（
教

育
支
援
資
金
）説
明
会
”も
実
施
し
ま
し
た
。

　

説
明
会
を
担
当
し
た
地
域
支
援
課
の
森

さ
ん
は
、
特
例
貸
付
を
実
施
す
る
中
で
、

「
受
験
生
が
い
て
学
費
の
支
払
い
が
難
し

い
と
い
う
方
や
、
生
活
に
厳
し
さ
を
感
じ

て
お
ら
れ
る
方
が
た
く
さ
ん
い
た
」
こ
と

を
知
り
、「
同
じ
状
況
の
方
が
他
に
も
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

進
学
を
断
念
し
な
い
よ
う
制
度
の
周
知
が

必
要
」
と
感
じ
、
取
り
組
み
の
実
施
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
と
連
携
し
、
説
明
会
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
ま
ず
学
校
に
対
し
て
制
度
の

周
知
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
学
校
か

ら
保
護
者
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、「
チ
ラ
シ
を
見
た
」
と
相
談

の
連
絡
を
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

亀
岡
市
社
協
が
取
り
組
ん
だ
、“
ふ
く

か
め
ス
マ
イ
ル
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
”

と
“
生
活
福
祉
資
金
（
教
育
支
援
資
金
）

説
明
会
”
は
、
特
例
貸
付
の
相
談
支
援
か

ら
把
握
し
た
実
態
を
も
と
に
広
が
っ
た
取

り
組
み
で
す
。

　

社
協
は
相
談
支
援
で
把
握
し
た
実
態
を
、

い
か
に
地
域
で
考
え
、
支
え
合
い
の
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
専
門
職
と
し
て
丁
寧
な
相
談
支
援

を
行
う
こ
と
と
併
せ
て
、
生
活
の
素
地
と

な
る
地
域
を
、
地
域
に
住
ま
う
方
と
、
当

事
者
・
生
活
者
の
目
線
で
、
福
祉
の
土
壌

を
耕
し
続
け
る
弛
ま
な
い
取
り
組
み
も
同

時
に
必
要
に
な
り
ま
す
。

に
向
け
た
相
談
支
援
付
き
の
貸
付
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
社
協
）
は
貸

付
相
談
時
だ
け
で
は
な
く
、
返
済
中
も
生

活
に
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
適
切
な
支
援

機
関
・
制
度
に
繋
ぐ
等
、
生
活
安
定
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
例
貸
付
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は

見
え
な
か
っ
た
地
域
の
課
題
も
見
え
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
地
域
で
の
新
た

な
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
状
況
の
中
、
一

人
ひ
と
り
の
困
り
ご
と
に
寄
り
添
っ
た
支

援
が
よ
り
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
社
協
で
は
、
特
例
貸
付
を
利
用
し
た

方
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
自
立
相
談
支
援

機
関
や
福
祉
事
務
所
、
困
窮
者
支
援
に
取

り
組
む
各
行
政
、
団
体
、
地
域
の
方
な
ど
、

様
々
な
機
関
・
人
と
連
携
し
て
、
第
５
次

中
期
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
つ
な
が

り
を
い
か
し
て
、
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ

て
、
い
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く

り
」
に
向
け
て
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

コロナ禍で生じた
困りごとをとりこぼさない、
亀岡市社協の取り組みから

何
か
で
き
な
い
か
と
い
う

職
員
の
思
い
か
ら

特
例
貸
付
の
今

～
厳
し
い
状
況
は
今
な
お
続
く
～

生
活
福
祉
資
金
そ
し
て

地
域
福
祉
の
こ
れ
か
ら

広
が
り
を
創
る
こ
と
こ
そ

社
協
の
取
り
組
み

相
談
で
把
握
し
た
実
態
か
ら

取
り
組
み
を
創
る
と
い
う
こ
と

「以前は短期でパートをしていたが、コロナで仕事が無くなった。
その後仕事が決まらない。母の年金収入のみで生活が厳しい」

年末の 12月 26日（日）に亀岡市社協が実施したフ
※
ードパントリー事業

“ふくかめスマイルフードプロジェクト”を利用された方の言葉です。
特例貸付を実施する中で広がった“ふくかめスマイルフードプロジェクト”と
“生活福祉資金（教育支援資金）説明会”の取り組みについてレポートします。

※フードパントリー：食糧等の寄付を募り、必要な方に無料で配布する拠点活動

令和4年1月末時点で、特例貸付の申請件数は、緊急小口資金と総合支援資金（延
長および再貸付を含む）合わせて11万件を超え、申請額は460億円に上ります。
これは、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の生活福祉資金貸付の
約 67年分に相当します。（コロナ禍前の令和元年度の申請件数は 1,658 件）

コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
と

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た

地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
生
活
が
困

難
と
な
っ
た
方
へ
向
け
た
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸

付
。令
和
２
年
３
月
25
日
の
申
込
受
付
開
始
か
ら
、

約
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
も
と
、
特
例
貸
付
を
と
お
し
て
見
え
て
き
た

課
題
に
対
し
て
、
地
域
で
の
新
し
い
取
り
組
み
も

生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

（写真 上段左から亀岡市社協
の笠井さん、藤田さん、下段
左から森さん、山本課長）

申請件数

110,790件
（令和２年３月〜令和４年1月末現在）

（緊急小口資金37,313件・総合支援資金73,477件）
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大阪電気通信大学医療健康科学部健康スポーツ科学科　教授
京都府レクリエーション協会　理事兼事務局次長

外出自粛やソーシャルディスタンスが求められる中で、今まで行っていた集まりの場や
レクリエーション活動が難しくなっています。高齢者に元気でいきいきと過ごしてもらう
ためには、「感染症が収まるまで○○できない・しない」ではなく、「何ができる」の
かを考えていく必要があります。そこで、京都府福祉人材・研修センターでは、一般
社団法人 京都府老人福祉施設協議会と京都府地域包括・在宅介護支援センター協議
会と共催でフレイル予防について学んだうえで、事業所の実情に合わせて実施できる
レクリエーションや場づくりを考える研修を開催いたしました。

　フレイルとは、加齢により体やこころが弱った状態で、介護を必
要とする少し手前の状態のことです。その原因は、身体的、精神的、
社会的なものなど様々です。
　コロナ禍では「他者との接触を避ける」→「心が疲れる」、「外出
を自粛する」→「運動の機会が減る」など、フレイル予防にとって
負のスパイラルになっています。
　また感染予防対策のため、外出できない、ボランティアに来て
もらえないこと等が事業所にとって大きな課題と言えるでしょう。
その課題に対して「何ができるか」「どうしたら解決できるか」とい
う発想が大切です。そこで、いくつかの案（左記３案含む）と、①
加齢に伴って萎縮しやすい筋肉を動かすこと、②心を元気づける
ためにコミュニケーションを取ることを意識し、これからのレクリ
エーションについて考えるグループワークを行いました。

感染リスクを考えると外出レクリエーションが
行えない。

感染症の対策を講じつつ脚部の筋力アップを図る、足
を活用したレクリエーション。イスをゴールに見立て、
足でボールを送り、皆で協力してゴールに入れます。丸
いボールではなくラグビーボールのような変形したボー
ルを使うと、変則的な動きとなり楽しいですよ。

AR（拡張現実）を使うと、ゲーム感覚で運動できる健
康体操も提供できます。画面上にバーチャル映像が出
てきて、それに合わせて上下肢の関節を動かすことで
関節の可動域や筋力アップが図れます。楽しい運動体
験であたまもこころも健康になります。

リズムに合わせてグーパー運動をし、「あんたがたどこ
さ～」の歌で、「さ」が来ると両手を画面の端に持って
きて、他の利用者と手を合わせているようにするなど、
皆で協調して動くレクリエーションです。対面で触れる
ことを画面に置き換えたものです。

足を使ったレクリエーション

ICTを使ったレクリエーション

オンラインを活用した
　　　　　　 レクリエーション

研修センターでは、「支える人を支える」時代のニーズに合わせた研修を提
案しています。研修内容によっては、今回のように、より専門的課題意識や
つながりをもった関連機関と協働し研修を開催することもあります。研修は、
一般的なコミュニケーションから、福祉の専門技術や福祉職の心得など多岐
にわたります。こんな研修してほしい！といった要望をぜひお聞かせください。

■電話：075-252-6296　■ FAX：075-252-6312　

今まで来てもらっていた外部からのボランティアさんの受け入れ
が中止したままで、再開のメドが立てられない。

GoogleEarth を使って足踏みをしながら旅行
気分を味わってもらう。

利用者さんは施設にいたまま、Zoom や LINE 等のテレビ電話をつなぎ、
ボランティアさんに買い物に行ってもらうことで、外部とのつながりをつ
くる。利用者さんには、ボランティアさんが歩いている間、その場で足
踏みしてもらう。

GoogleEarth を使うと、世界中どこにでも行くこと
ができます。季節を重視したり、回想法を取り入れ
るために自分の故郷を紹介したりと、テーマの設定
が大切になってきます。また、4DX（体感型アトラク
ションシアター）のように、音や香りを演出しても
楽しいです。

足踏みするのは室内の床だけになりがちです。人工芝や庭で行うだけでも感触が
変わります。体験の共有をすることはコミュニケーションとなりいいですね。また、
ご本人が手を伸ばしたらボランティアさんが物を取るなど、動きを連動してみても
面白いです。外部とのつながりという視点では、他にも身近な団体のコンサート
や演劇をオンラインで鑑賞するというアイデアも出てきました。団体とのつながり
作りは、社協が得意としていることかと思います。ぜひ団体同士で協力し合ってほ
しいです。

新たなスポーツ・レクリエーションの開発や、
その心身や社会に対する効果の検証などを行っている。
最近はオンラインでのアイスブレーキング・ゲームの

開発に取り組んでおり、その実施方法や留意点については、
ガイドブック『オンライン・アイスブレーキング・ゲーム

はじめの一歩』にまとめられている。
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ふくしびと 京都府内で福祉の現場で働く人たちの熱い想い、メッセージを生の声でお届けします。
夢中！
熱中 !

河
か わ

合
い

 謙
け ん

太
た

さん（福）物集女福祉会サニーリッジ 給食事業課課長

　
元
々
イ
タ
リ
ア
料
理
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
シ
ェ
フ
を
し
て
い
た
河
合

謙
太
さ
ん
。
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
な
が
ら
も
、
作
り
手
と
し
て

客
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
、
物

足
り
な
さ
も
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、「
人
と
身
近
に
携
わ

る
こ
と
が
で
き
る
か
な
」と（
福
）

物
集
女
福
祉
会
に
入
職
。
７
年
目

を
迎
え
た
今
、
給
食
事
業
課
の
課

長
と
し
て
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
サ
ニ

ー
リ
ッ
ジ
」
の
厨
房
を
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

調
理
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は
和
食
、

洋
食
、
中
華
と
実
に
さ
ま
ざ
ま
。

入
居
者
に
よ
っ
て
は
食
べ
や
す
い

形
態
に
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り

要
望
に
応
え
て
い
き
ま
す
。「
対

面
式
で
料
理
を
提
供
し
て
い
る
の

で
、『
お
い
し
か
っ
た
』『
ま
た
作

っ
て
』
と
い
っ
た
入
居
者
の
方
の

声
を
直
に
聞
け
る
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
イ
タ
リ
ア
料
理
出
身
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
初
の
う
ち
は
和
食
の

出
汁
も
と
っ
た
こ
と
が
な
く
、
中

華
も
う
ま
く
作
れ
な
か
っ
た
と
話

す
河
合
さ
ん
。
そ
れ
で
も
入
居
者

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
、
ま
た
周
囲
に
も
助
け
て

も
ら
い
自
分
な
り
に
咀
嚼
し
て
い

く
中
で
、
料
理
の
幅
が
広
が
っ
た

そ
う
で
す
。「
料
理
で
利
用
者
さ

ん
の
笑
顔
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
、

も
っ
と
勉
強
し
て
、
自
分
の
腕
を

磨
い
て
い
き
た
い
で
す
ね
」【施設名】（福）物集女福祉会　サニーリッジ

【場所】京都府向日市物集女町池ノ裏 18-1
【URL】http: //mozumefukushikai.kyoto/
【TEL】 075-921-0032【FAX】 075-921-0039

◆この職場を選んだ決め手は？

◆職場のいいところ

◆休日の過ごし方

給食調理に興味があったんです。また直営で
料理を提供しているところも魅力的でした。

雰囲気がよいので、困ったことも相談しやす
いです。また早くから責任のある仕事を任せ
てもらえるので、やりがいを感じています。

野球観戦。コロナ前はよく球場まで足を運
んでいました。ちなみにオリックスファンです。

料
理
を
通
じ
て

利
用
者
さ
ん
の
笑
顔
を

引
き
出
し
て
い
き
た
い

宮津市
舞鶴市

綾部市

南丹市
与謝野町

福知山市

京丹後市
伊根町

精華町

木津川市

宇治市

宇治田原町

和束町

南山城村

笠置町
京田辺市

京丹波町

亀岡市

長岡京市
向日市

大山崎町

八幡市

　

ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流

会
（
以
下
「
実
践
交
流
会
」
と
し

ま
す
。）
は
、
小
地
域
福
祉
活
動
の
実
践
者
や

社
会
福
祉
協
議
会
関
係
者
が
地
域
の
福
祉
課
題

や
日
頃
の
地
域
福
祉
活
動
を
テ
ー
マ
に
交
流
す

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
を
も
と

に
参
加
者
が
力
量
を
高
め
、
小
地
域
福
祉
活
動

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
24
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
立
大
学
室
田
信
一
准
教
授
か
ら
、
大

会
テ
ー
マ
で
も
あ
る
「
地
域
づ
く
り
の
『
い
ろ

は
』か
ら
想
像
す
る
新
し
い
つ
な
が
り
の
創
造
」

と
題
し
た
講
演
を
い
た
だ
き
、
宇
治
市
と
城
陽

市
、久
御
山
町
に
お
け
る
「
新
し
い
つ
な
が
り
」

を
創
造
す
る
た
め
の
実
践
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
城
陽
市
深
谷
校
区
社
会
福
祉
協

議
会
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
に
開
か
れ
た

交
流
の
場
と
し
て
、「
人
と
話
し
が
し
た
い
」

と
い
う
た
く
さ
ん
の
声
に
支
え
ら
れ
て
い
る
サ

ロ
ン
活
動
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
久
御
山
町
市
田
地
域

福
祉
会
か
ら
、
外
国
人
技
能
実
習

生
が
地
域
と
の
交
流
を
希
望
し
、

サ
ロ
ン
活
動
に
参
加
さ
れ
て
い
た

実
践
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る

多
様
性
と
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
宇
治
市
よ
り
、
平
成

29
年
に
学
区
福
祉
委
員
会
を
解
散

し
、
地
域
懇
談
会
か
ら
立
ち
上
が

っ
た
コ
ラ
ボ
プ
ラ
ザ
「
ふ
ら
っ
と

こ
は
た
」
か
ら
、「
や
っ
て
み
よ
う
」

か
ら
始
ま
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
、
居
場
所
づ
く
り
へ
と
広
が
っ
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
時
間
で
は
、
実
践
報
告
を
踏
ま

え
て
各
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
ワ
ー
ク
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
室
田
先
生
と
各
会
場
と
の

や
り
取
り
を
通
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

日
常
生
活
に
お
け
る
地
域
で
の
会
話
等
の
つ
な

が
り
の
大
切
さ
や
、
地
域
で
協
議
を
重
ね
な
が

ら
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
地
域
活
動
が
展
開
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る
新
し
い
交
流
の

カ
タ
チ
を
含
め
、
実
践
報
告
で
語
ら
れ
た
多
様

な
人
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
の
取
り
組
み
の
背

景
に
あ
る
活
動
者
の
思
い
は
、
次
年
度
以
降
の

実
践
交
流
会
に
引
き
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

き

きょうと地域福祉活動
実践交流会を開催、
新しい創造から考える
交流のカタチ。

城陽市

久御山町

25市
町村31会場から500名を超え

る参加

令
和
3
年
11
月
30
日（
火
）に
、
宇
治
市
に
お
い
て
「
第

9
回
き
ょ
う
と
地
域
福
祉
活
動
実
践
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。（
京
都
府
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
連
合
会

と
共
催
）
京
都
府
内
25
市
町
村
社
協
が
設
置
し
た
31
会

場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
ぐ
と
と
も
に
、
会
場
で
の
参
加

が
難
し
い
方
は
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
で
参
加
が
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
交

流
づ
く
り
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
も
あ
り
ま
し
た
。

配信のストリーミング
井手町
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京
都
の
福
祉

支
え
る
人
を
支
え
る

2022
年
3
月
号

no.600
発

行
所

／
社

会
福

祉
法

人
　

京
都

府
社

会
福

祉
協

議
会

〒
604-0874　

京
都

市
中

京
区

竹
屋

町
通

烏
丸

東
入

ル
清

水
町

375　
TEL.075-252-6291　

 FAX.075-252-6310 

京都府社会福祉協議会からのお知らせ

①会場で実際に法人に会う
　　【予約不要】直接お越しください

京都府福祉人材・研修センター
TEL：075-252-6297　http://fukujob.kyoshakyo.or.jp/

問合せ先

京都府内全域の保育園・認定こども園が参加されます。保育の仕事に関心
のある学生の方はもちろん、一般の方も大歓迎！履歴書は不要、服装も自由！ 
是非、ご参加ください！

京都府保育園　就職説明会ＦＵＫＵＳＨＩ　就職フェアＫＹＯＴＯ

介護・福祉の仕事　合同就職説明会を実施します。京都府内全域対象

予約不要 入場無料

3月6日（日）日 程
13：00～16：30
（受付12：30～）

時 間

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和３年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）

2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円
1,500円

1～50名

51～100名
100名以降1名～10名増ごと200万円

20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のために！事故・紛争円満解決のために！
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〈SJ20-12299 2020.12.28作成〉

3月13日（日）日 程
13：00～16：00　（受付12：30～）時 間
京都産業会館　２階「中南室」会 場

（市営地下鉄「四条」・阪急「烏丸」から徒歩３分）

約 40 法人（予定）出 展

みやこめっせ　３階第３展示場会 場
（地下鉄「東山」徒歩約８分／市バス5、100系統「岡崎公園・美術館・平安神宮前」下車）

学生（全学部・全学年大歓迎）・一般求職者（未経験者も大歓迎）対象者

※新型コロナウイルス感染症への予防対策を
実施します。体温測定、マスク着用、手指
消毒、社会的距離の確保、ブースでのパー
ティション設置

京都府保育人材マッチング支援センター
TEL：075-252-6333　http://fukujob.kyoshakyo.or.jp/hoiku/

問合せ先

保育園・認定こども園に就職を希望する一般・学生等の方対象者

約120法人出展（予定）出 展
参加方法

②オンラインで参加する
　【要事前予約】公式サイトからお申し込みください→

随時入場可 服装自由

©中央共同募金会

本紙は、共同募金の
配分金によって
つくられています。

●本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
　http://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索

令和４年１月１２日「関西遊技機商業協同組合」様より、車いす７台 クッ
ション７枚の寄贈があり、本会での調整の結果、京都市・城陽市・八幡市・
京田辺市・和束町の各社会福祉協議会宛に届けられました。

ご寄贈・ご寄附
ありがとう
ございました

３月４日（金）締切

★特設サイト
はこちら

令和 3 年 12 月 9 日 　中井　敏宏　様　10,000 円
令和 4 年 2 月1日　　小畑　英明　様　30,000 円

寄附

寄贈

ご寄贈・ご寄附・助成金ありがとうございました。
ご芳志の趣旨に沿い活用させていただきます。

　Twitter
相談員のつぶやきは

こちら
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